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カーボンリサイクル技術の構成

3

メタン・オレフィン変換技術

CO2回収技術 水素製造技術

水電解 ガス化

CCU技術

酸素燃焼技術
化学吸収技術

水電解水素製造
バイオマスガス化

触媒技術
リアクタ設計

化学吸収
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ケース 設置場所 メリット 課題

1 ガス田・LNG
プラント近傍

✓ 大規模な水素（再エネ）供給源
の確保が比較的容易

✓ 水素製造コスト（再エネ発電コスト）
✓ 大規模化した場合のCO2の確保
✓ CO2削減実績（クレジット）計上

2 LNG受入基地
近傍

✓ 付臭・熱量調整設備があり，
都市ガス導管を通した合成メタン
供給が容易

✓ 水素（再エネ）・CO2の確保
✓ 出力制限対象となった余剰再エネ電力の利用

（系統経由では利用不可）

3 各種工場
（CO2排出源）

✓ CO2排出量を直接削減可能
✓ 都市ガス利用設備の改造・

リプレースが不要

✓ 水素（再エネ）の確保
✓ 余剰再エネ電力の利用（ケース２に同じ）
✓ 都市ガスと合成メタンの熱量差
✓ 副生水素利用の場合の環境価値

LNGバリューチェーン・都市ガス導管網といった既存インフラを最大限利用。
CO2・水素（再エネ）供給源，LNG・都市ガスインフラへのアクセスの容易さから，
メタネーションプラントの適用箇所として以下の３ケースが考えられる。

メタネーションプラントの適用箇所
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ケース1 ケース2 ケース3
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CO2
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CO2
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セメント業界での
適用事例
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メタネーション社会実装に際する制度面の課題

1. カーボンニュートラルメタンの環境価値

2. 海外で製造したカーボンニュートラルメタン使用においてのCO2削減実績計上

3. 出力制限対象となった余剰再エネ電力の利用

4. 副生水素利用の場合の環境価値

5. 都市ガスと合成メタンの熱量差（導管注入のための熱量調整）

6. カーボンニュートラルメタンのイメージ戦略
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２．NEDOグリーンイノベーション基金事業
～セメント製造プロセスにおけるCO2回収・メタネーション～
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「トランジションファイナンス」に関する
セメント分野における技術ロードマップ①

7

セメント産業の概要

◆ カーボンニュートラルに対応した製品でアジアを中心とした海外市場を獲得していくため，トラ
ンジション技術で対応を行いつつ，CNに向けた技術開発を進める必要がある。

◆ 国内セメントメーカーは17社あり，石灰石鉱山を有する山間部を中心に全国で30工場が所在。

◆ 製造工程：
エネルギー消費の8割が1450度の高温を要する石灰石等の原料焼成の熱エネルギーであり，多く
が石炭で賄われている。非エネルギー（＝プロセス由来）CO2を約2,533万t排出しており、合計
約4,200万トンのCO2をセメント産業で排出。

◆ 焼成工程：
1450度の高温焼成のため、主に石炭を利用しており、エネルギー由来CO2が多く排出。
プロセス由来のCO2が6割、エネルギー由来CO2が４割。

①

②

①各工程における電力と熱の消費内訳
②熱エネルギーの
用途・品目別構成

③セメント焼成時の
主なCO2発生期限

③

出所：経済産業省 2022年3月「トランジションファイナンス」に関するセメント分野における技術ロードマップ
https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/transition/transition_finance_technology_roadmap_cement_jpn.pdf
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「トランジションファイナンス」に関する
セメント分野における技術ロードマップ②
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出所：経済産業省 2022年3月「トランジションファイナンス」に関するセメント分野における技術ロードマップ
https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/transition/transition_finance_technology_roadmap_cement_jpn.pdf
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CO2を用いたコンクリート等製造技術開発プロジェクト

9

【コンクリート分野】
• CO2排出削減・固定量最大化コンクリートの開発
• CO2排出削減・固定量最大化コンクリートの品質管理・固定量評価手法に関する技術
【セメント分野】
• 製造プロセスにおけるCO2回収技術の設計・実証

太平洋セメント株式会社（再委託先：株式会社IHI）
• 多様なカルシウム源を用いた炭酸塩化技術の確立

出所：https://www.nedo.go.jp/news/press/AA5_101510.html

プロジェクトの背景

コンクリートやセメントへのCO2利用については、CO2を大規模固定できる可能性や
生成物の安定などから早期社会実装に向け研究開発・実証が本格化しているが，技術の
実用化には用途拡大や低コスト化などの課題解決を要するため，プロジェクトの公募が
なされた。

採択された4つのプロジェクト
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セメント製造プロセスにおけるCO2回収システムの開発①

【セメント分野】セメント製造プロセスにおけるCO2回収システムの開発
幹事会社：太平洋セメント株式会社 （再委託先：株式会社IHI）

出所：NEDO グリーンイノベーション基金事業で、コンクリートやセメント分野のカーボンリサイクル技術の開発に着手
（別紙2）事業概要資料 https://www.nedo.go.jp/content/100941899.pdf
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セメント製造プロセスにおけるCO2回収システムの開発②

出所：
https://www.taiheiyo-cement.co.jp/news/news/pdf/220128.pdf

太平洋セメント株式会社 CO2回収型セメント製造プロセスの開発

原料由来CO2の
直接回収

1
◆ 仮焼炉で発生するCO2を直接，

高濃度回収
◆ 高濃度CO2とするため，仮焼炉

に酸素燃焼採用

既存プロセスの
有効活用

2
◆ 既存のプレヒーターとロータ

リーキルンを活用することで，
高い熱効率とリサイクル原料の
活用

CO2回収型セメント
製造プロセスフローの概念図
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セメント製造プロセスにおけるIHIのメタネーション取り組み

出所：
https://www.ihi.co.jp/ihi/all_news/2021/resources_energy_environment/
1197644_3345.html

株式会社IHI メタネーションシステムの開発

エネルギー由来
CO2の熱エネル
ギー転換

1

◆ 耐熱性／耐被毒性に優れる
IHI開発のメタネーション
触媒の採用

高濃度CO2に
おけるメタネー
ション技術活用

2
◆ 太平洋セメント様が開発を手掛

けられる仮焼炉にて回収された
高濃度CO2有効利用に資する
メタネーション技術の開発

IHI担当

CO2回収型セメント
製造プロセスフローの概念図
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メタネーション技術活用

株式会社IHI メタネーションシステムの開発

IHI担当

CO2回収型セメント
製造プロセスフローの概念図

（CO2 + 4H2 →CH4 + 2H2O）
前処理装置

（触媒劣化成分除去）
メタネーション装置

水素

CH4再利用

CH4外部供給

エネルギー由来CO2

前処理技術
メタネーション
技術

◆ IHI開発のメタネーション触媒に関する
耐熱性／耐被毒性評価

◆ 仮焼炉にて回収された高濃度CO2有効
利用に資する前処理装置の開発

◆ 仮焼炉にて回収された高濃度CO2有効
利用に資するメタネーション技術開発

実ガス評価 ◆ 実ガス環境における運用評価

1

２
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まとめ

◆GI基金「CO2を用いたコンクリート等製造技術開発プロジェクト」で
採択された4つのプロジェクトのうち、太平洋セメント株式会社殿が
委託された「セメント製造プロセスにおけるCO2回収システムの開
発」にIHIも再委託先として関与していきます。

◆ IHIは、回収された高濃度CO2のうち、エネルギー由来のCO2相当分量
をセメント製造用の熱エネルギーとして再利用することを目指し、
本プロセスで回収した高濃度CO2をメタンに合成するメタネーション
設備の開発および実証を行います。

◆セメント産業では排出されるCO2の60%は主原料である石灰石から
生じており、カーボンニュートラル燃料の採用だけでなく原料由来
CO2の回収・利用が課題となっています。IHIは本取組を通して
セメント業界、並びに国内（各種工場・LNG受入基地近傍）・海外
（LNGプラント近傍）でのメタネーション導入に貢献して参ります。

14
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参考
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プロジェクトリスク
マネジメント部

相生工場 IHIプラント

代表取締役会長　　　　　　満岡次郎

代表取締役社長
最高経営責任者（CEO）　　井手博

生産センター

電動化担当

各国内支社・営業所
各海外支社・事務所
米州統括
アジア太洋州統括

防衛システム事業部

民間エンジン事業部

宇宙開発事業推進部

戦略技術統括本部 内部監査部

スマートワーク推進部

企画調査部

戦略技術
プロジェクト部

ＪＩＭテクノロジー

中国統括

技術開発本部

明星電気プロジェクト室

都市開発SBU

瑞穂工場・呉第二工場・
相馬第一工場・相馬第二工場・
鶴ヶ島工場・横浜製造部

IHIインフラシステム

ＩＨＩ建材工業

横浜工場

アジア拠点EPC SBU Jurong Engineering Limited

経済安全保障統括部

原動機SBU ＩＨＩ原動機

資源・エネルギー・環境事業領域

　事業領域長
　常務執行役員
　　武田孝治

副事業領域長
　小澤幸久
　山本建介
　赤松真生

回転機械SBU
ＩＨＩ回転機械
エンジニアリング

物流・産業システム
　SBU

ＩＨＩ物流産業システム

交通システムSBU 新潟トランシス

熱・表面処理SBU

パーキングSBU IHI運搬機械

運搬機械SBU IHI運搬機械

車両過給機SBU

調達企画本部

人事部

総務部

ものづくりシステム
戦略本部

橋梁・水門SBU

コンクリート建材SBU

社会基盤・海洋事業領域

　事業領域長
　取締役
　常務執行役員
　　川上剛司

シールドシステムSBU

財務部

カーボンソリューション
担当

技術開発センター

法務部

調達センター

カーボン
   ソリューションSBU

秘書部
原子力SBU

ソリューション
統括本部

高度情報マネジメント
統括本部

グローバル・営業
統括本部

コーポレート
コミュニケーション部

経営企画部

産業システム・汎用機械事業領域

副事業領域長
　鬼束和宏
　田畑正太朗
　川田基浩

　事業領域長
　取締役
　常務執行役員
　　茂垣康弘

航空・宇宙・防衛事業領域

　事業領域長
　取締役
　常務執行役員
　　盛田英夫

副事業領域長
　藤村哲司
　森田昭彦
　牧野隆

副事業領域長
　石原進
　上田和哉

2022年度 全社組織図
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事業領域横断で面的に事業化に資する
技術開発や投融資活動等を統括

カーボンソリューションの
実働部隊（略称：CSSBU）

反応・伝熱・流体等の
研究開発
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https://www.ihi.co.jp/ihi/all_news/2021/resources_energy
_environment/1197495_3345.html

2021/8/6プレスリリース

◆ 北海道電力，JFEエンジニアリングと共同で，国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の委
託事業「CCUS研究開発・実証関連事業／CCUS技術に関連する調査／CO₂大量排出源からのCO₂分離・回収，集約利

用に関する技術調査事業」を受託

◆ 大型の商用石炭火力発電所からのCO₂分離・回収技術や，回収したCO₂を利用可能とするための集約技術について，検
討および課題整理することを目的とし，2021年から2023年までの期間北海道電力の苫東厚真発電所を対象に検討

◆ ①CO₂分離・回収技術の検討 ，②CO₂排出源への影響検討，③CO₂集約技術の検討，④ 技術課題の整理と社会実装に
向けたシナリオ作成，を検討していく

17

IHIが取り組むNEDO委託事業①
～大型商用石炭火力によるCCUS 調査事業～
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2021/11/11プレスリリース

◆ 低級オレフィンは原油由来のナフサを熱分解する
ことで製造されますが，IHIは排ガスや大気から
回収したCO₂と水素を反応器と触媒により合成する
技術の確立を目指す

◆ 排出されているCO₂を有効利用するカーボンリサイ
クル技術であり，プラスチック製造時などに排出さ
れるCO₂低減が可能となる

◆ シンガポール科学技術庁傘下の化学工学研究所
ICES(Institute of Chemical and Engineering Sciences)

との共同研究により触媒開発を行い，良好な効率で
オレフィン製造ができることをラボ試験で確認済み

◆ 研究開発①
低級オレフィン合成触媒および反応器の開発

＊高性能な触媒の開発

＊反応時の発熱を制御し，効率的かつ安定的に

オレフィン製造できる反応器の開発

◆ 研究開発②
実排ガスを用いた試験および既存設備との統合検討

＊2024年度から石油化学プラント敷地内にCO₂回収装置

と低級オレフィン製造装置を設置

＊排ガス回収CO₂とプラント内副生水素による製造試験

＊試験で得られた低級オレフィンと既設プラント製造の

低級オレフィンとの比較・互換性評価研究項目（①・②）と既存設備を最大限活用する
バリューチェーンのイメージ図

https://www.ihi.co.jp/ihi/all_news/2021/resources_energy_environment/
1197583_3345.html

研究開発①
低級オレフィン合成触媒および
反応器の開発

研究開発②
実排ガスを用いた試験および
既存設備との統合検討
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IHIが取り組むNEDO委託事業②
～CO₂の再資源化によるオレフィン製造技術の開発～
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メタネーション装置 納入事例
～アサヒグループホールディングス向け～

2021/08/31プレスリリース
◆ 飲料大手のアサヒグループホールディングス株式会社の

独立研究子会社であるアサヒクオリティーアンドイノ
ベーションズ株式会社へ，メタネーション装置を納入
（IHIとして初のメタネーション装置納入となる）

◆ 本装置はアサヒグループ研究開発センター内に設置さ
れ，同センター内で回収されたCO2を用いたメタネー
ション実証実験に利用

◆ お客さまは工場内のカーボンリサイクルに向けて，国内
食品企業では初の採用。

アサヒグループ研究開発センター内に設置した
メタネーション装置

メタネーションの合成フローとIHI納入範囲

https://www.ihi.co.jp/ihi/all_news/2021/resources_energy_environment/
20210831.html

参考：アサヒグループホールディングス様 プレスリリース
https://www.asahigroup-
holdings.com/pressroom/2021/0831.html

再掲 2021年9月15日 第2回メタネーション推進官民協議会 IHI発表資料
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IHIグループの脱炭素の今とこれからの取り組み発信

出所：https://www.ihi.co.jp/ihiing/decarbonization/20220325-04.html

出所：https://www.ihi.co.jp/ihiing/decarbonization/20220325-05.html
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ご清聴ありがとうございました
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